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秋季の土壌管理法の違いがウンシュウミカン果実の

品質に及ぼす影響
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オレンジの自由化を控え，高品質果実を生産する技術の確立が要求されている。秋季の土壊水分過

多は果汁の糖含量の低下や浮皮など，品質を低下させる要因の一つである。今回，品質の向上を目的

として，満掘りやビニール被覆などの処理を施し，水分の変化や品質について調査した。

材料及び方法

当農場に栽植した９年生ウンシュウミカン宮川早生をｌ区５本使用し,1988年９jll411より処置を

開始した。満掘り区は樹の両側に幅30cm.深さ50cmのザンゴウを掘り，ビニール被覆区は梨地のビニー

ルで土壌表面全体を被覆した。土壌水分含量は110°Ｃで24時間乾燥した場合の減鼠によって求め，湿上

に対する水分の璽斌％で表わした。

結果

1．表－１は土壌水分含量の推移を示した。

表－１溝掘り及びビニール被覆処理が土壌水分含量に及ぼす影響
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溝掘り区は一般に．水分含壁が多い傾向がみられるが，それは溝の土が地表に上積され，土が膨軟

になって降雨がよく浸透し、かつ，排水されたことによるものと思われる，

２．表－２は果実肥大．一果平均重及び結実数を示した．

－３１－



ル被覆区であった。

表－２溝掘り及びビニール被覆処理が果実肥大，一果平均重に及ぼす影響

３．表－３に糖，酸含量及び甘味比を示した。

糖含量は溝掘り区で高く，次いで．ビニール被覆区であった。一方，遊離酸含量は対照区で高く，

溝掘り区とビニール被覆区は変わらなかった。また，甘味比は溝掘り区で最も高く，次いで，ピニー

溝掘り区は処理の後半に果実肥大ののびが悪かった。

表－３溝掘り及びビニール被覆処理が果実の品質に及ぼす影響
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